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要約 : コガネバナの栽培に関する研究は極めて少なく栽培技術は確立されているとは言い難い本研究は
適切な播種時期決定のために 種子の発芽に及ぼす温度の影響を調査し さらに 出芽苗立ちに及ぼすマ
ルチの効果について検討を加えたものである
得られた結果の要約は次の通りである
+ 産地の異なる種子の発芽試験の結果 寒冷地で採種された種子の発芽が良好で 発芽が早かった
, 種子の生産環境として ,/では総莢数に対して稔実莢数が極めて少なく +/の冷涼な温度環境下で
の種子生産効率が高いことが判明した
- コガネバナ種子の発芽は 光環境によって制御される傾向が高く 暗条件下で発芽歩合および発芽勢が
高く 平均発芽日数も短縮された
. 発芽に及ぼす温度の影響から 発芽適温は +/,/で 特に最適発芽温度は ,*前後と考えられる
さらに 平均気温が +/以上となる時期が播種時期決定の指標となることが示唆された
/ マルチは 土壌水分保持を保持し出芽並びに苗立ちに効果的であることが認められた
キワド : コガネバナ 発芽 苗立ち 温度 稲ワラマルチ

+ は じ め に
わが国で漢方処方に利用されている生薬はおよそ +/*種
あり そのうち約 /*種が栽培されている その主なもの
に オタネニンジン ミシマサイコ オウレン トウキ
シャクヤク コガネバナなどがあげられる コガネバナ
Scutellaria baicalensis Georgi は シソ科タツナミソウ
属の双子葉植物合弁花類の多年生草本で 原産地は中国北








を含み 主な薬事効果として解熱 消炎 血圧降下 利尿





しかし 日本における栽培は 群馬 岡山県を中心に栽














 第 +実験 : 採種地の異なる種子の発芽特性
+33/年産の北海道 名寄札幌大阪および茨城の .産
地の種子を供試し 発芽試験を行った 試験はろ紙 東洋
ろ紙 No. , ,枚を敷いた直径 3 cmのシャレに純水 /ml
を加え +シャレ当たりコガネバナ種子 ,*粒を置床し
置床後 +,時間ごとに 2日間調査し 発芽歩合 発芽勢 平
均発芽日数を比較した 試験は 実験室内の散光 常温
,/,1 環境下で行い 採種地の相違から北海道 + 名
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して 気象環境の異なる産地間の比較を行った






の熟度に及ぼす影響を調査した 試験は +//,*** aワグネ
ルポットによる土耕法で行った ポットの底部から砂利
*.2kg 川砂 *..kg 作土層として腐植質火山灰土壌下層土
以下赤土と略記 と川砂の混和土 赤土 ,..kg 川砂 +.0
kgを ..*kg充し肥料はポット当たり硫安 ,.2g過燐
酸石灰 ,.. g 塩化加里 +., gを全量基肥として作土層に混
和施与した 実験には 北海道名寄産種子を +ポットに /
粒播種 /mm以内の厚さに覆土し 出芽後間引きを行っ
て +ポット +株立てで生育させた試験区は着蕾期以降
昼温 +/夜温 +* +/ 区 昼温 ,/夜温 ,*
,/区 に調節した人工光グロスキャビネット内で生
育させ 両区の登熟期の種子の熟度を比較した なお グ
ロスキャビネットの環境設定は 照度 /*,*** lux +,時
間明期 湿度 0/とした
 第 -実験 : 明暗条件が発芽に及ぼす影響
+330年 2月 ,*に設定した人工光小型グロスキャ
ビネット内で明 +,/** luxおよび暗条件 黒色ビニル
フィルムにより遮光 を設定し 発芽試験を行った 試験
はろ紙 ,枚を敷いた直径 3 cmのシャレに純水 /mlを加
え +シャレ当たり北海道名寄産のコガネバナ種子 ,*粒
を置床し -反復で行い 置床後 +,時間ごとに 2日間発芽
状況を観察した
 第 .実験 : 温度の相違が発芽に及ぼす影響
従来のコガネバナの栽培に関する手引き古書によると
その播種期は -月中旬から /月上旬と その期間の幅が大






度環境を +* +/ ,* ,/ および -*の /段階に変えて発
芽試験を行い 発芽歩合 発芽勢 平均発芽日数 発芽適
温を調査し 播種適期を検討した シャレに播種する条
件は第 +第 ,実験と同様とし -反復で試験期間は ,週間
とした
 第 /実験 : 温度の相違が出芽苗立ちに及ぼす影響
北海道 名寄産 および韓国産種子を供試し グロス




基肥として +ポット当たり硫安 +.*g過燐酸石灰 *.2g塩
化加里 *..gを混和施与した






で +/+/,*** a相当のポットに赤土を充して 土壌水分
を容水量の 2*に調整して播種 播種後直ちに稲ワラに
よるマルチを行って 出芽への影響を調査した 種子は北






認められた 表 + すなわち 発芽歩合は北海道産種子で
は共に 3*.*であったのに対し 大阪産種子は 1*.* さ
らに 茨城産種子は低率で .*.*であった 発芽率が低
かった茨城産種子は 試験中腐敗粒が多発した なお 本
試験では 予め肉眼により不稔粒を除去したほかは 種子
消毒は行っていない
平均発芽日数は 北海道産 ,種はそれぞれ ..+ -.2日
大阪産種子で ..+日であったが 茨城産種子では 0./日で
発芽に要する日数が長くなった
一方 発芽勢について見ると 北海道産 ,種は 3*.*お
よび 1*.*と高かったのに対し 大阪産種子は /*.* 茨
城産種子は +*.*と極めて低かった 表 +供試した種子
の +,***粒重は日本国内産の範囲では冷涼な気象環境下で













温度条件 +/区 昼温 +/夜温 +* に比し ,/





の ,/区に比し稔実莢数 稔実莢歩合が高く 発芽試験
の結果を考慮すると コガネバナの種子生産は比較的低温
下で効率的であり しかも充実度が高いことが明らかと






芽勢については 明条件で -/.* 暗条件で 0/.* さら
に 平均発芽日数は明条件下で /.*日に対し 暗条件下で







































に対し マルチの厚さ /mmでは 2/ +*mmでは +**




えられた マルチ下の土壌表面湿度を 灌水後後 -日目に
電気サミスタで湿度センサを土壌表面下 +* mmお
よび / mmの深さに挿入して測定した結果 +* mmでは
3/ /mmでは 2*であったのに対し 無マルチの土壌
表面湿度は +*以下であった 表 1
これらの結果から コガネバナの出芽苗立ちの促進に
対しては 土壌水分 とりわけ土壌表面の湿度保持が効果
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表 1 マルチの厚さの相違が土壌表面水分率に及ぼす影響
図 + マルチの厚さの相違が出芽率に及ぼす影響
	 : 無マルチ , 
 : /mm,  : +*mm
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Factors a#ecting the seed germination and
seedling establishment of baical skullcap
(Scutellaria baicalensis Georgi)
By
Yoshiharu MOTODA*, Yuka NAKAMURA** , Fujio TAMAI* and Takeshi TANABE*
(Received August ,2, ,**+/Accepted January ,., ,**,)
Summary : It must be said that investigation on the cultivation of baical skullcap Scutellaria
baicalensis is very little and the cultivation technique has not yet been established.
In order to ascertain the appropriate seeding time decision, this study was carried out to assess the
e#ect of temperature on the germination of the seed and the e#ect of rice straw mulch on the
emergence of seedling was examined.
Results observed were as follows.
+ As a result of the germination test of the seed in which the locality di#ers, high germination
percentage was observed and high germination rate of the seed was collected in the cold region.
, It was proven that the seed production e$ciency was high under cool thermal environment
+/ as a favorable production environment of the seed.
- The germination of the baical skullcap seed was controlled by the light environment, and
germination percentage and germination rate were high under the dark condition, while the average
germination days were also shortened.
. From this study on the e#ect of temperature on the germination, we can say the moderate
germination temperature is +/,/, and especially the optimum germination temperature seems to
be around ,*. In addition, it was considered that the time in which the mean temperature becomes
over +/ became an index to the seeding time decision.
/ Rice straw mulch retained the soil moisture maintenance, and it might be e#ective in emergence
of seedling and its establishment.
Key Words : baical skullcap (Scutellaria baicalensis Georgi), germination, seedling establishment, tem-
perature, rice straw mulch
*
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